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平
成
30
年
３
月
10
日
よ
り
、
当
館
で
は
「
新

規
公
開
文
書
展
２
０
１
８
」
を
開
催
中
で
す

（
７
月
８
日
ま
で
）
。
上
の
絵
図
は
、
天
保
９

（
１
８
３
８
）
年
４
月
の
幕
府
巡
見
使
の
来
訪

に
際
し
作
成
さ
れ
た
緑
埜
郡
中
大
塚
村
（
現
藤

岡
市
）
の
絵
図
の
写
し
で
す
。
向
か
っ
て
下
が

北
、
上
が
南
、
左
が
東
、
右
が
西
と
い
う
江
戸

時
代
の
絵
図
に
多
い
形
式
で
描
か
れ
て
い
ま

す
。 

 

当
時
同
村
は
、
旗
本
鳥
居
氏
領
（
７
９
９
石

８
斗
２
升
４
合
）
と
旗
本
弓
気
多
氏
領
（
２
６

１
石
８
升
）
の
二
給
支
配
で
し
た
。
道
（
朱
色
）
、

水
（
川
・
用
水
、
濃
紺
色
）
、
堺
（
村
境
、
黒

色
）
、
鳥
居
領
畑
（
橙
色
）
、
鳥
居
領
田
（
薄

黒
色
）
、
弓
気
多
領
畑
（
灰
色
）
、
弓
気
多
領

田
（
薄
黄
色
）
、
鳥
居
領
御
除
地
（
免
税
地
、

白
色
）
と
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

集
落
は
、
藤
岡
町
隣
接
の
東
部
、
上
大
塚
村

隣
接
の
南
部
・
南
西
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

村
北
東
部
（
中
央
部
少
し
左
下
）
の
大
屋
根
の

建
物
は
千
手
寺
で
、
絵
図
右
下
の
林
に
は
平
地

神
社
と
稲
荷
塚
（
平
地
神
社
古
墳
）
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。
村
南
東
部
（
左
上
）
を
か
す
め
て

通
っ
て
い
る
太
い
朱
筋
は
、
脇
往
還
藤
岡
・
吉

井
宿
道
で
す
。
こ
れ
ら
の
寺
社
や
道
筋
は
、
安

政
５
（
１
８
５
８
）
年
「
村
差
出
明
細
帳
」（
№

１
９
６
）
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
絵
図
は
、
２
階
閲
覧
室
の
大
型
絵
図
専

用
長
机
で
原
本
を
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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平
成
29
年
10
月
14
日
よ
り
平
成
30
年
２

月
25
日
ま
で
、
標
記
の
テ
ー
マ
展
示
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
「
元
禄
十
五
年
上
野

国
絵
図
」
（
Ｐ
８
７
１
０
）
と
近
年
確
認
さ
れ

た
前
橋
市
立
図
書
館
所
蔵
「
寛
文
上
野
国
絵

図
」
を
比
較
・
考
察
し
、
関
連
す
る
古
文
書
「
國

圖
要
禄
」
（
Ｐ
Ｆ
８
８
０
４ 

熊
谷
家
文
書
）

な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。 

 

展
示
項
目
は
、
①
国
絵
図
と
は
何
か
、
②
寛

文
上
野
国
絵
図
と
「
國
圖
要
禄
」
、
③
寛
文
国

絵
図
と
元
禄
国
絵
図
、
④
寛
文
と
元
禄
の
国

境
比
較
と
し
、
前
期
・
後
期
で
計
39
点
の
古
文

書
や
絵
図
を
展
示
し
ま
し
た
。
③
で
は
、
伊
勢

崎
陣
屋
・
伊
勢
崎
町
周
辺
地
域
、
大
胡
古
城
と

そ
の
周
辺
地
域
、
富
岡
と
七
日
市
・
小
幡
地
域

（
藩
陣
屋
記
載
の
有
無
）
な
ど
を
比
較
し
ま

し
た
。
④
で
は
、
甘
楽
郡
山
中
領
（
現
多
野
郡
）

の
上
武
国
境
、
利
根
川
沿
岸
上
武
国
境
（
福
嶋

村
～
古
戸
村
）
、
邑
楽
郡
渡
良
瀬
川
沿
岸
地
域

の
上
州
・
野
州
国
境
、
山
田
郡
桐
生
川
沿
岸
地

域
の
上
州
・
野
州
国
境
（
画
像
）
を
比
較
し
ま

し
た
。 

 

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
現
在
の
地
図

も
展
示
さ
れ
て
い
て
対
比
し
や
す
か
っ
た
」

「
補
足
説
明
が
充
実
し
て
い
る
」
「
解
説
の
文

字
が
大
き
く
わ
か
り
や
す
い
」
な
ど
の
御
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
埼
玉
県
な

ど
県
外
来
館
者
の
割
合
が
大
幅
に
増
加
し
、

計
１
、
５
７
９
名
の
方
に
御
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

 

平
成
29
年
10
月
21
日
・
同
22
日
の
２
日

間
、
標
記
の
開
館
記
念
日
行
事
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
①
３
階
第
２
・
第
３
研
修
室

で
上
野
国
絵
図
・
武
蔵
国
絵
図
・
天
明
三
年
浅
間

山
噴
火
被
害
絵
図
な
ど
の
原
本
史
料
展
示
・
同
展

示
解
説
会
（
写
真
）
、
３
階
第
１
研
修
室
で
元

禄
十
五
年
上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
の
展

示
・
同
展
示
解
説
会
、
②
１
階
ロ
ビ
ー
・
展
示

室
で
テ
ー
マ
展
示
２
「
二
つ
の
上
野
国
絵
図 

―
寛
文
と
元
禄
―
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
前
橋
市
内
在
住
の
方
を
中
心
に
、

20
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層

の
方
に
御
来
館
い
た
だ
き
、
２
日
間
で
計
５

６
名
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
も
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
報
で
当
行
事
を
知
っ

た
人
の
割
合
が
増
加
し
ま
し
た
。 

 

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
元
禄
十

五
年
上
野
国
絵
図
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
展
示
に
つ

い
て
は
、「
実
物
大
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
実
感
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
触
り
な
が

ら
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
知
っ
て
い
る

地
名
を
見
て
、
昔
か
ら
あ
っ
た
所
な
ん
だ
と

興
味
を
も
ち
ま
し
た
」
、
「
先
生
の
お
話
が
と

て
も
面
白
く
、
ま
た
参
考
に
な
っ
た
の
で
、
楽

し
め
ま
し
た
」
な
ど
の
御
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

原
本
史
料
展
に
つ
い
て
、
来
館
者
が
最
も

興
味
を
も
っ
た
史
料
は
、「
上
野
国
全
図
」（
天

保
11
年
、
福
島
英
一
家
文
書
）
で
し
た
。
続
い

て
「
天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
被
害
絵
図
」
（
狩

野
一
郎
家
文
書
）
で
し
た
。
御
来
館
い
た
だ
き
、

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。 

 

平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）
、
テ
ー
マ
展

示
２
関
連
の
「
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
２
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
教
授
の
佐
藤
孝
之
氏
を
お
迎
え
し
、
標
記

テ
ー
マ
で
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

氏
は
、
上
野
国
国
境
（
現
県
境
）
は
元
禄
国

絵
図
に
よ
っ
て
最
終
的
に
定
ま
っ
た
が
、
そ

の
過
程
で
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
で
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
開
催
中
の
テ
ー
マ
展
示
２
「
二

つ
の
上
野
国
絵
図
」
に
因
ん
で
、
寛
文
・
元
禄

の
国
絵
図
の
比
較
を
中
心
に
、
特
に
国
境
変

更
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
さ
れ
ま
し

た
。 

 

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
１
０
０
名
を
超
え

る
聴
講
者
が
あ
り
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
も

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
29
年
度
テ
ー
マ
展
示
２ 

「
二
つ
の
上

野
国
絵
図 

―
寛
文
と
元
禄
―
」
の
開
催
報
告 

 
元禄十五年上野国絵図 

（山田郡桐生川沿岸地域部分、P8710 №1） 

開
館
記
念
日
行
事 

「
絵
図
で
み
る
上

野
国
と
武
蔵
国
」
開
催
報
告 

ぐ
ん
ま
史
料
講
座
２ 

「
上
野
国
絵
図
を

読
む
―
国
境
問
題
を
焦
点
に
―
」
開
催
報
告 

 

佐藤孝之氏の講演（研修室） 

 
原本史料展示解説会の様子 
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文
書
館
で
は
、
職
員
が
ご
注
文
に
応
じ
て
出

張
講
座
を
行
う
「
出
前
な
ん
で
も
講
座
」
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
昨
年
度

よ
り
１
回
多
い
、
10
回
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

全
て
「
古
文
書
に
親
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
座
で
、
期
日
と
主
催
団
体
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。 

・
５
月
21
日
（
日
）
新
田
史
研
究
会 

・
９
月
21
日
（
木
）
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー 

・
９
月
22
日
（
金
）
安
中
市
松
井
田
公
民
館 

・
11
月
25
日
（
土
）
嬬
恋
郷
土
資
料
館 

・
12
月
10
日
（
日
）
前
橋
市
粕
川
歴
史
民
俗
資

料
館 

・
１
月
13
日
（
土
）
天
川
地
区
地
域
づ
く
り
協

議
会 

・
１
月
18
日
（
木
）
群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校 

・
１
月
24
日
（
水
）
前
橋
市
下
川
淵
公
民
館 

・
２
月
４
日
（
日
）
蛃
魚
の
会 

・
２
月
11
日
（
日
）
群
馬
県
歴
史
教
育
者
協
議

会 

 

 

 

平
成
29
年
10
月
31
日
、
天
川
小
学
校
3
年

生
の
う
ち
34
名
が
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
授
業
と
し
て
文
書
館
に
来
館
し
ま
し
た
。 

 

当
館
の
見
学
や
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
と
お
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
施
設
・
公

共
施
設
等
に
目
を
向
け
、
地
域
の
良
さ
を
見
つ

け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
し
た
。 

 

館
内
見
学
で
は
、
利
用
者
に
開
放
さ
れ
て
い

る
展
示
室
や
閲
覧
室
（
収
蔵
史
料
を
見
る
場
所
）

の
他
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
庫
内

や
地
下
の
機
械
室
、
整
理
室
な
ど
を
見
学
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
建
物
の
外
か
ら
見
た
の
で
は

分
か
ら
な
か
っ
た
地
下
の
存
在
や
、
カ
ー
ド
キ

ー
で
開
く
扉
、
電
動
で
動
く
書
架
な
ど
、
当
館

の
設
備
に
驚
い
て
い
た
児
童
の
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
当
館
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て

い
る
か
を
説
明
す
る
た
め
、
収
蔵
史
料
の
複
製

物
に
も
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
史
料
は
、
昔

の
す
ご
ろ
く
や
江
戸
時
代
の
天
川
村
の
絵
図
、

大
名
行
列
図
、
明
治
期
の
教
科
書
（
道
徳
・
理

科
・
算
数
）
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
児
童
に

当
館
や
地
域
の
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
小
学
生
に
も
わ
か
り
や
す
い
史
料
と

し
て
選
出
し
た
も
の
で
す
。
児
童
た
ち
は
、
明

治
、
大
正
時
代
の
す
ご
ろ
く
の
、
右
か
ら
左
へ

横
書
き
さ
れ
て
い
る
字
に
驚
い
た
り
、
天
川
村

の
絵
図
内
で
現
在
の
学
校
の
位
置
を
探
し
た

り
、
楽
し
そ
う
に
史
料
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
の
教
科
書
の
記
述
に
、
興
味
津
々
の
児
童
も

見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

学
校
連
携
で
は
、
授
業
の
ね
ら
い
や
児
童
の

実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
側
と
の
共
通
理
解

や
調
整
が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
回
の
連

携
に
お
い
て
も
、
天
川
小
学
校
の
先
生
と
事
前

に
細
か
な
打
合
せ
が
行
え
た
こ
と
が
、
効
果
的

な
学
習
活
動
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
連
携
を
行
う
際
に
は
、
よ
り
よ

い
活
動
と
な
る
よ
う
、
学
校
と
の
協
力
体
制
の

構
築
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

平
成
29
年
11
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、

「
第
43
回
全
史
料
協
全
国
（
神
奈
川
相
模
原
）

大
会
」
及
び
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

全
史
料
協
と
相
模
原
市
共
催
で
開
催
さ
れ

た
こ
の
大
会
は
、「
公
文
書
館
法
30
年-

今
、
問

わ
れ
る
公
文
書
管
理-

」
を
テ
ー
マ
と
し
、
全
国

か
ら
機
関
会
員
や
個
人
会
員
が
一
堂
に
会
し

て
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

当
館
職
員
は
、
ま
ず
最
初
に
、
相
模
原
市
公

文
書
館
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

 

相
模
原
市
公
文
書
館
は
、
相
模
原
市
緑
区
に

所
在
す
る
、
城
山
総
合
事
務
所
第
２
別
館
に
開

設
さ
れ
、
閲
覧
室
は
旧
城
山
町
議
会
の
議
場
を

再
利
用
す
る
か
た
ち
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、
必

ず
し
も
新
た
な
庁
舎
を
必
要
と
し
な
い
、
公
文

書
館
設
置
の
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
感

心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
書
庫
に
つ
い
て
は
、
地
下
書
庫
の
ほ

か
、
民
間
の
倉
庫
も
活
用
し
、
歴
史
的
公
文
書

の
保
存
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

９
日
午
後
か
ら
は
、
会
場
を
「
杜
の
ホ
ー
ル

は
し
も
と
」
に
移
し
、
４
会
場
に
分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
主
に
公
文
書
管
理

に
関
す
る
研
修
会
を
受
講
し
ま
し
た
。 

 

10
日
は
、
「
調
査
・
研
究
委
員
会
報
告
」
や

「
大
会
テ
ー
マ
研
究
会
」
に
参
加
し
、
公
文
書

管
理
の
現
状
や
課
題
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
、「
公
文
書
館
法
30
年
座
談
会
」
で
は
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
の
熱
の
こ
も
っ

た
御
意
見
を
拝
聴
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
の
方
々
の
公
文
書
に
対
す
る
思
い
が

相
違
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
興
味
深
く
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

当
館
は
平
成
29
年
度
で
開
館
35
周
年
を
迎

え
、
公
文
書
及
び
古
文
書
合
計
78
万
点
に
及
ぶ

収
蔵
量
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

公
文
書
館
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
30
年
が

経
過
す
る
中
で
、
住
民
の
公
文
書
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
当
館
の
将
来

像
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
立
て
、

着
実
に
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 

 

当
館
で
は
、
平
成
26
年
度
に
「
群
馬
県
立
文

書
館
の
今
後
の
方
針
と
取
組
」
を
策
定
し
、
平

成
30
年
度
に
は
見
直
し
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
す
。
現
在
「
県
民
に
開
か
れ
た
文
書
館
を
目

指
す
」
を
目
標
に
日
々
館
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
充
実

出 

前 

講 

座 
学
校
連
携
業
務
報
告 

前
橋
市
立
天
川
小
学
校
と
の
授
業
連
携 

全
史
料
協
全
国
大
会
（
相
模
原
市
）
参
加 
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や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
、

新
た
な
情
報
技
術
を
駆
使
し
、
利
用
率
向
上
を

目
指
す
取
組
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
上
で
、
全
史
料
協

の
よ
う
な
全
国
組
織
に
お
い
て
、
見
識
を
深
め

る
こ
と
や
情
報
収
集
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
全
国
の
公
文
書
館
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
当
館
の
運
営
に
当
た
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

   

◆
沼
田
市
西
倉
内
町
・
加
藤
史
夫
家
文
書
（
寄

託
） 

 

沼
田
藩
士
を
先
祖
に
も
つ
加
藤
家
に
伝
わ

っ
た
古
文
書
。
近
世
の
版
本
・
筆
写
本
が
大
半

を
占
め
ま
す
。
彩
色
さ
れ
た
絵
図
類
も
あ
り
ま

す
。
約
８
１
０
点
。 

◆
藤
岡
市
保
美
・
高
橋
辰
巳
家
文
書
（
寄
贈
） 

 

近
世
の
緑
埜
郡
保
美
村
の
名
主
関
係
文
書

２
０
７
点
。
同
家
文
書
（
請
求
番
号
Ｐ
８
１
０

９
）
の
第
１
次
追
加
寄
託
。
そ
の
後
、
前
回
の

寄
託
分
も
含
め
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
（
総
計
４

５
２
点
）
。 

    

●
沼
田
市
屋
形
原
町
・
黒
岩
英
夫
家
文
書
（
請

求
番
号
Ｐ
８
３
１
１
） 

 
今
回
の
第
７
次
公
開
分
は
、
４
８
７
９
点
で

す
。
今
回
の
閲
覧
開
始
に
よ
り
、
閲
覧
総
点
数

１
４
２
５
６
点
に
上
る
文
書
群
の
整
理
・
点
検

作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
公
開
後
、
同

家
文
書
は
本
県
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

伝
存
地
の
、
利
根
郡
屋
形
原
村
（
現
沼
田
市

屋
形
原
町
）
の
村
高
は
「
寛
文
郷
帳
」
で
２
９

７
石
余
、「
元
禄
郷
帳
」
以
降
５
７
１
石
余
。
寛

文
（
か
ん
ぶ
ん
）
２
（
１
６
６
２
）
年
の
真
田
氏

検
地
で
は
村
高
１
３
８
１
石
余
と
さ
れ
、
真
田

氏
改
易
後
の
貞
享
（
じ
ょ
う
き
ょ
う
）
三
（
１
６

８
６
）
年
の
酒
井
氏
検
地
で
５
７
１
石
余
に
戻

り
ま
し
た
。
幕
末
は
糸
井
村
寄
場
組
合
に
属
し
、

家
数
１
４
６
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

黒
岩
家
は
昭
和
30
年
代
ま
で
代
々
黒
岩
佐

太
夫
を
襲
名
し
、
そ
の
名
前
の
記
さ
れ
た
資
料

が
多
く
伝
存
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
公
開
開
始

分
に
は
、
前
橋
本
町
の
勝
山
儀
左
衛
門
か
ら
送

ら
れ
た
年
始
挨
拶
状
も
あ
り
（
文
書
番
号
４
９

５
２
）
、
勝
山
家
は
前
橋
町
年
寄
を
務
め
て
お

り
、
黒
岩
家
の
家
格
が
窺
わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
公
開
開
始
分
に
は
数
量
は
少
な
い

も
の
の
村
政
資
料
と
し
て
川
田
村
長
等
を
歴

任
し
た
頃
の
役
場
関
係
文
書
が
あ
り
ま
す
。
家

政
資
料
の
中
心
は
借
用
証
文
、
暦
、
教
科
書
、

書
簡
類
で
す
。
中
に
は
昭
和
20
年
代
の
検
定
教

科
書
や
“
神
農
感
応
丸
”
等
の
薬
の
効
能
書

も
あ
り
ま
す
。 

    

管
理
受
任
等 
平
成
28
度
に
管
理
委
任
、
引
継

に
よ
り
県
の
各
機
関
か
ら
受
け
入
れ
た
文
書

は
、
９
６
１
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
１
の
と
お
り
） 

収
集 

平
成
28
年
度
の
文
書
整
理
に
お
い
て

県
庁
各
所
属
が
廃
棄
し
た
文
書
資
料
の
中
か

ら
、
文
書
館
が
歴
史
資
料
と
し
て
収
集
し
た
も

の
は
２
０
７
３
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
２
の
と
お
り
。
な
お
、
管
理
委
任

解
除
と
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
、
管
理
委
任

を
解
除
さ
れ
た
文
書
か
ら
収
集
し
た
も
の
） 

（
参
考
） 

 

平
成
27
年
度
の
状
況 

 

・
管
理
受
任
等 

 
 

８
０
８
冊 

・
収
集 

 
 
 
 
 
 

 

１
８
０
９
冊 

 

表１ 平成２８年度管理受任文書の課室別冊数  

冊　数 冊　数 冊　数

学 事 法 制 課 74 薬 務 課 8 工 業 振 興 課 18

消 防 保 安 課 58 廃棄物・リサイクル課 70 労 働 政 策 課 29

総務事務センター 130 自 然 環 境 課 3 産業人材育成課 9

健 康 福 祉 課 11 林 政 課 6 道 路 管 理 課 228

医 務 課 27 森 林 保 全 課 9 都 市 計 画 課 122

介 護 高 齢 課 44 技 術 支 援 課 2 会 計 課 20

保 健 予 防 課 36 畜 産 課 27

障 害 政 策 課 26 商 政 課 4

課　室　名 課　室　名 課　室　名

合　計 961

 
 

 

 

 
番号 10548-1「国語読本 尋常小学校用」明治 33

年。ぐっすり眠り込んだウサギ（右下）が左頁で

カメをにらむ表情も面白い。

新
た
に
収
集
し
た 

公 
文 

書 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

古 

文 

書 
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当
館
で
は
、
業
務
で
使
わ
れ
な
く
な
り
、
文

書
整
理
で
廃
棄
さ
れ
た
県
庁
各
課
の
書
類

（
公
文
書
）
の
中
か
ら
、
将
来
、
利
活
用
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
収
集
し
、
管

理
の
た
め
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
り
、
そ
れ
ら

の
目
録
を
作
成
し
た
り
し
て
保
存
し
て
い
ま

す
。 

 

そ
し
て
、
内
容
を
点
検
し
、
公
開
し
て
差
し

支
え
の
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書

を
作
成
し
た
原
課
（
或
い
は
、
現
在
、
そ
の
文

書
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
課
室
）
と
協
議

し
、
承
認
が
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
公
開

し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
新
た
に
公
開
し
た
公
文
書
は
、
昭
和

41
～
45
年
に
作
成
。
収
受
し
完
結
さ
れ
た
知

事
部
局
の
文
書
で
、
平
成
26
年
度
以
前
に
収

集
し
た
も
の
で
す
。 

               

 

文
書
館
は
、
お
も
に
紙
素
材
の
資
料
を
保
存
・

利
用
す
る
施
設
で
す
。
そ
の
た
め
、
保
存
と
利
用

と
い
う
業
務
の
両
輪
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
保
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
施
設
内
も
来
館
者
が
利
用

す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
保
存
の
ス
ペ
ー
ス
に

分
か
れ
て
い
て
、
来
館
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
保
存
ス

ペ
ー
ス
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

紙
資
料
の
保
存
は
温
湿
度
や
虫
の
防
除
な
ど

に
注
意
す
れ
ば
大
丈
夫
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
と
て
も
奥
が
深
い
の
で
す
。
古

文
書
や
行
政
文
書
に
使
用
さ
れ
て
き
た
紙
素
材

は
、
時
代
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
に
つ
い
て
知
り
、
適
切
な

処
置
を
し
な
け
れ
ば
、
資
料
の
劣
化
は
進
み
、
利

用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
昨
今
の
温
暖
化
や
印
刷
技
術
、
記
録
素
材
の

発
展
な
ど
、
環
境
や
科
学
分
野
へ
の
配
慮
も
必
要

で
す
。
長
い
時
を
か
け
、
多
く
の
人
び
と
が
工
夫

し
て
護
っ
て
き
た
古
文
書
や
、
現
在
も
日
々
作
成

さ
れ
て
い
る
行
政
文
書
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
も
文
書
館
の
重
要
な
業
務
な
の
で
す
。 

 

本
年
は
明
治
１
５
０
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

当
館
が
所
蔵
す
る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
群
馬
県

行
政
文
書
」
は
、
明
治
時
代
か
ら
地
方
自
治
法
（
昭

和
22
年
４
月
公
布
）
以
前
に
お
け
る
群
馬
県
の

姿
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
資
料
保

存
の
業
務
は
表
舞
台
に
で
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
の
文
書
か
ら
は
、
県
職
員
が
文
書
を

「
永
年
保
存
」
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫

を
し
て
い
た
こ
と
も
見
て
取
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

思
い
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
、
当
館
で
行
っ
て
い
る

資
料
保
存
の
一
端
を
、
公
文
書
の
補
修
を
例
に
紹

介
し
ま
す
。 

 

県
庁
か
ら
収
集
し
た
文
書
は
、
一
点
ご
と
に
背

番
号
が
付
け
ら
れ
、
登
録
か
ら
公
開
ま
で
の
一
連

の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
作
業

は
大
き
く
分
け
る
と
登
録
・
補
修
・
公
開
の
順
序

で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
行
っ
て
い
ま
す

が
、
常
に
業
務
の
関
連
性
を
認
識
し
、
連
携
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

公
開
に
向
け
て
の
作
業
は
原
則
と
し
て
、
年
代

の
古
い
文
書
か
ら
順
番
に
行
い
、
現
在
は
昭
和

30
年
代
か
ら
40
年
代
の
歴
史
的
文
書
が
対
象
で

す
。
こ
の
こ
ろ
の
文
書
は
紙
・
記
録
素
材
と
も
に

急
速
に
近
代
化
し
た
時
期
で
、
劣
化
現
象
が
最
も

著
し
く
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
ん
に
ゃ
く

版
や
青
焼
き
図
面
、
湿
式
コ
ピ
ー
な
ど
は
文
字
が

判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
や
ホ
ッ
チ
キ
ス
な
ど
の
事
務
用
品
に
よ
る
汚

損
も
あ
り
ま
す
。
当
館
で
も
以
前
は
代
替
物
を
作

成
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
算
や
人
員
の
削

減
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
対
象
の
文
書
の
状
態
を
一
点

ご
と
に
詳
細
に
記
録
し
、
救
急
医
療
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
よ
う
に
劣
化
の
度
合

い
を
判
定
し
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
を
優
先
し
て

手
当
し
、
そ
の
ほ
か
は
金
属
類
の
除
去
や
綴
じ
紐

の
交
換
な
ど
、
最
低
限
の
応
急
処
置
が
中
心
で
す
。

具
体
的
な
劣
化
の
症
状
や
処
置
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

表２ 平成２８年度収集文書の部局別冊数 

冊　数 冊　数

総 務 部 128 県 土 整 備 部 403

企 画 部 108 会 計 局 11

生活文化ｽﾎﾟｰ ﾂ部 45 議 会 事 務 局 60

こ ど も 未 来 部 18 人事委員会事務局 2

健 康 福 祉 部 137 教育委員会事務局 97

環 境 森 林 部 157 (管 理 委 任 解 除 ) 676

農 政 部 132

産 業 経 済 部 99 合　計 2,073

部　局　名部　局　名

 

 

＜一口メモ＞ 

   当館の公文書の受入記号の仕組み 

受入記号の例   A  01  81 B 0M  

 A   →文書の種類（公文書） 

 01→収集先 

（01:知事部局,03:議会,10:教育委員会 等） 

 81→収集年度（1981 年） 

 B  →収集方法（B：収集、A：管理委任） 

 0M→その他（M：明治、T：大正 等） 

整 

理 

室 

～
資
料
整
理
の
現
場
か
ら
～ 

新
た
に
公
開
し
た 

公 

文 

書 

今回、公開した文書の例 

 

受入記号 文書番号
所属年
(和暦)

表題 内容

A0181B00 87 昭和43年 明治百年記念映画綴

A0181B00 153 昭和42年 全国火災予防ポスター綴 昭和31年～昭和42年　群馬県消防協会

A0181B00 160 昭和41年 浅間山火山情報 1冊　昭和40年～昭和41年

A0113B00 153 昭和45年 太田大泉飛行場跡地 昭和44年・昭和45年、跡地利用に関する今
後の事務手続き等

A0184B00 263 昭和43年 高崎管内集中豪雨による被害状況 昭和43年8月

A0186B00 255 昭和42年 渡良瀬鉱害 昭和35年～昭和42年
A0181B00 732 昭和44年 ガン・カモ・ハクチョウ類の生息調査綴

A0105B00 927 昭和41年 26号台風災害状況写真集 昭和41年9月25日

A0181B00 186 昭和42年 長野原線電化開通式 総務部広報文書課

A0184B00 227 昭和45年 赤字バス対策

A0185B00 55 昭和45年 東北道関係綴り　№3 昭和44年～昭和45年７月

A0184B00 225 昭和44年 上武建設期成同盟会綴 昭和41年～昭和44年

A0188B00 164 昭和45年 関越自動車道　№1
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閲
覧
室
で
は
、
当
館
で
開
催
し
た
「
古
文
書

入
門
講
座
」
「
長
期
古
文
書
講
座
」
の
テ
キ
ス

ト
の
コ
ピ
ー
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
て
い
る
古
文
書
は
当

館
に
収
蔵
し
て
い
る
も
の
か
ら
選
ん
で
お
り
、

語
句
の
解
説

や
釈
文
（
く
ず

し
字
を
現
代

の
表
記
に
直

し
て
あ
る
も

の
）
、
読
み
下

し
文
が
付
い

て
い
ま
す
。 

「

古

文

書

入
門
講
座
」

は
、
初
め
て
古

文
書
を
読
む

方
に
向
け
た

も
の
で
、
「
長

期
古
文
書
講

座
」
は
解
読
の

経
験
が
あ
る

方
を
対
象
と

し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま

す
。
過
去
の
講

座
の
テ
キ
ス

ト
を
使
っ
て

更
に
学
習
を
続
け
る
受
講
経
験
者
の
方
や
、
独

学
で
習
得
し
よ
う
と
す
る
方
に
も
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

テ
キ
ス
ト
の
購
入
の
際
は
、
利
用
券
の
提
示

と
「
文
書
複
写
許
可
申
請
書
」
の
記
入
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
室
の
職
員
に
お
声
が

け
下
さ
い
。
（
文
書
館
を
初
め
て
利
用
す
る
方

は
利
用
券
を
作
る
た
め
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
を
お
持
ち
下
さ
い
。
） 

ま
た
、
１
枚
に
つ
き
２
０
円
の
コ
ピ
ー
代
が

か
か
り
、
テ
キ
ス
ト
の
枚
数
に
よ
り
代
金
が
異

な
り
ま
す
。
表
で
ご
確
認
下
さ
い
。 

 

 

 

当
館
の
展
示
室
に
て
、
平
成
29
年
度
に
新
規

に
公
開
し
た
公
文
書
・
古
文
書
か
ら
、
特
徴
的

な
史
料
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
開
催
期

間
は
、
3
月
10
日
（
土
）
～
7
月
8
日
（
日
）

ま
で
で
す
。 

 

新
規
に
公
開
と
な
っ
た
公
文
書
は
、
昭
和
36

年
～
40
年
に
、
県
庁
の
各
部
課
や
議
会
事
務
局
、

教
育
委
員
会
な
ど
で
作
成
・
収
受
さ
れ
た
も
の

で
す
。
そ
の
中
か
ら
、
昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
に
行
わ
れ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前

年
祭
」
に
関
す
る
史
料
や
、
昭
和
42
年
の
「
第

22
回
国
体
の
誘
致
」
に
関
す
る
史
料
、
関
越
自

動
車
道
の
建
設
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
Ｐ
Ｒ
用
の
配

布
物
等
も
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
取
り

組
み
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

古
文
書
の
展
示
で
は
、
県
内
四
家
（
前
橋
市
・

北
爪
行
文
家
、
伊
勢
崎
市
・
久
保
田
壽
一
家
、

沼
田
市
・
黒
岩
英
夫
家
、
藤
岡
市
・
小
林
小
五

郎
家
）
の
特
徴
的
な
文
書
や
絵
図
を
選
び
、
展

示
し
て
い
ま
す
。 

 

藤
岡
市
・
小
林
小
五
郎
家
文
書
で
は
、
天
保

９
年
に
幕
府
巡
見
使
の
来
訪
に
際
し
て
作
成

さ
れ
た
、
緑
埜
郡
中
大
塚
村
絵
図
を
展
示
し
て

お
り
、
当
時
の
集
落
の
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。 

 

今
回
展
示
し
て
い
る
史
料
及
び
、
新
規
に
公

開
と
な
っ
た
史
料
は
、
当
館
２
階
「
閲
覧
室
」

で
実
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

 

★
展
示 

●
新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
８ 

前
期
：
３
月
10
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
日
） 

後
期
：
５
月
12
日
（
土
）
～
７
月
８
日
（
日
） 

※
春
季
特
別
整
理
休
館
を
は
さ
み
前
期
と
後

期
で
一
部
展
示
史
料
の
入
替
え
を
行
い
ま
す
。 

●
テ
ー
マ
展
示
１
「
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
上

州
」
（
予
定
） 

７
月
21
日
（
土
）
～
11
月
４
日
（
日
） 

★
講
座 

●
古
文
書
入
門
講
座
（
土
曜
日
：
全
５
回
） 

 

５
月
26
日
～
６
月
23
日 

 

午
前
10
時
～
正
午
、
定
員
60
人
（
未
受
講
者

優
先
）
、
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０
円 

※
申
込
期
間
は
４
月
16
日
（
月
）
～
５
月
８
日

（
火
）
必
着 

●
長
期
古
文
書
講
座
（
土
曜
日
：
全
11
回
） 

 

９
月
１
日
～
11
月
24
日
（
予
定
） 

●
第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座 

 

 

10
月
27
日
（
土
）
（
予
定
） 

※
詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

   

    
 
 

閲
覧
室
か
わ
ら
版 

～ 

そ
の
４ 

～ 

「
新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
８
」 

の
ご
案
内 

 

今
後
の
行
事
予
定 

 

枚数 代金 枚数 代金

平成２３年度 古文書入門講座 ４３枚 ８６０円 平成２７年度 古文書入門講座 ３５枚 ７００円
長期古文書講座 ６８枚 １，３６０円 長期古文書講座 １１４枚 ２，２８０円

平成２４年度 古文書入門講座 ５０枚 １，０００円 平成２８年度 古文書入門講座 ５４枚 １，０８０円
長期古文書講座 ８７枚 １，７４０円 長期古文書講座 １０５枚 ２，１００円

平成２５年度 古文書入門講座 ５５枚 １，１００円 平成２９年度 古文書入門講座 ５８枚 １，１６０円
長期古文書講座 １０８枚 ２，１６０円 長期古文書講座 １１０枚 ２，２００円

平成２６年度 古文書入門講座 ６７枚 １，３４０円
長期古文書講座 １１３枚 ２，２６０円

テキストの種類 テキストの種類

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

休館日 

 

月曜、月末、

祝日ほか


